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本研究では, 遠隔農地における作物の育成

状況を日照データから予測する農業支援を念

頭に, 可視スペクトルセンサモジュール・近赤

外スペクトルセンサモジュール・紫外線センサ

の有効波長域の異なる複数の光学センシング

デバイスを複数利用し, 各センサの出力デー

タを相互比較することで, 日照量と共に紫外

線や赤外線のスペクトル等の基本的なデータ

を測定する日射量測定システムの開発を試み

た. 

本体の軽量化のためコンソールにはスマー

トフォンを利用し、bluetooth 通信機能を持つワ

ンチップマイコンに温度・気圧センサを搭載し

た超小型・超軽有効波長域の異なる複数の光学

センシングデバイスを利用し, 各種センサを

マイコンを用いて制御し, 各種センサの出力

データを相互比較することで, 日照量ととも

に赤外線のスペクトル等の基本的なデータを

測定する日射量測定システムである. また, デ

ータの収集にはマイコンの Wi-Fi モジュール

で Web サービスを用いることでセンサのデー

タを自動的にクラウドに上げることでどのデ

バイスでも簡単にデータの確認ができる. 

図 1．作成したセンサユニット 

ESP-WROOM-32 を Wi-Fi と接続し, 1 分ごと

に各種センサから得られるデータを JSON 形

式で POST するプログラムを ESP-WROOM-32

に書き込むことで, インターネットに接続し, 

イベントを受け取ったら, 日時と JSON に入っ

ているセンサのデータを Google スプレッドシ

ートに 1行追加することで, インターネットと

Google アカウントがあれば測定したデータを

確認できる環境を構築した.  

図 2. 各波長の測定データ 

本研究では, 遠隔農地における作物の育成

状況を日照データから予測する農業支援を念

頭に, 赤外線や紫外線や可視光の波長の照度

を測定する分光日射量計の開発を試みた. そ

れぞれのセンサを同時に駆動し, 広い範囲の

波長の放射照度を測定することができた.  
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